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30年代 40年代 50年代 60年代 70年代 80年代 合 計
1 価 格 理 論 1932
2 マ ル クス主義 1932




7 平和 と戟争 の
経 済 力
8 企 業 と 組 織
9 平 和 と 戦 争








15 経 済学 と宗教 1950
16 利 潤 と 利 子 1950
17 一般 システ ム 1951
18 1Li㌢ 孟音 義 1952
19 知識 情報 教育 1953
20 倫 理 1953
21 経済学/製図法 1954
22 警 イ竪 IfR'品 1955I
23 イ メ ー ジ
2 4 水 問 題
25 都 市 研 究
26 贈 与 経 済 学
27 ヒュー マ ンエペ ダー メ ン ト
28 芸 術 と 文 化
29 家 族
30 エ ネ ル ギ ー




































































































































































































































































































































































































































る ｢芸術 と文化｣ (28)の役割社会における
｢家族｣(29)の位置,｢エネルギー｣(30)問
題 (恐らく,1970年代のエネルギー危機だった
際,彼が原子力代替エネルギーシステム科学委
員会ナショナル学会のメンバーだったことによ
66) K.E.Boulding,TowardsaNewE'tmomlCS,12,p,24.
67) Ibld,p.24,
68) K.E.Bouldlng,Huma7Better-ment,1985
K.E.ボールデイングの生涯と業績
るのであろう)｢老人｣(31)問題 (彼 も歳を
とってきたためである)｢宗教経済学｣(15)に
は長いこと興味を持ち続けていた｡それは彼の
経済学者としての生き方とクェ-カー教徒とし
ての生き方との間にある緊張の結果であった｡
いわゆる ｢政策問題と政治生活｣(14)もまた
彼にとって長い間,興味のつきない問題であっ
たのだ｡
おわりに- 平和と紛争-
しかしながら,このリストの中で最大のもの
は ｢平和と紛争｣(9)についてであり,これ
もまた,彼のクエーカー教徒としてのアイデン
ティティと関係があるものなのである690)彼は
早くから平和研究には活動的であり,1956年に
は紛争解決ジャーナル刊行に携わった｡平和研
究への彼の関心は,その動きが平和要求を促進
するという意味で起こったものであまりに平和
のぬるま湯につかるということはよくないこと
だと考えていた｡この分野での彼の貢献は ｢紛
争と防御｣(1960)と ｢恒久平和｣(1978)であ
る｡ 彼によると後者はオースチンにあるテキサ
ス大学LJBスクールでの トム ニスリック世
界平和客員教授とすごした1年の間に書き上げ
たものだった｡ これまで述べてきたように新し
い学問分野がこの40年のうちに発展してきて,
69) K.E.Boulding,TowardsaNewEconomLCS,1992,p,
25.
63
それらはフランス語で ｢polemologie｣と呼ば
れている｡ イギリスにおいては,平和 ･紛争研
究についてそれが言われている｡この研究は今
世紀初め,レ-ビス -リチャー ドソンととク
レイシー -ライトの著作にさかのぼる｡ それ
は現在,国際平和研究学会に継承されている｡
これは世界にある約100の学会と800人のメン
バーから成 り立っている｡ 平和と紛争は彼の
｢仕事の中で最も重要なものだと言い切れる｣
と彼は言う7㌢空中戦と核兵器の発展は人類に
とって甚しい危機であり,封建制と貴族を葬り
さり,民族国家設立にいたった15,16世紀にお
ける火力と大砲の発展と酷似している｡ 民族国
家の一方の側の防衛は封建時代の城での防御と
同じくらい時代遅れであり,脅威による平和シ
ステムを利用し,全世界的安全保障を発展させ
るという新しい考えをおし進めてゆかねばなら
ないと考える｡
彼は次の様に自伝を結んだ｡
｢私の生涯は非常に面白く,世界がかく悲劇
的な時代を考えると,かなり見苦しいもので
あろう｡ 昨春,前立腺のガンの発作が起った
が,今は喜ばしいことに完全に健康を回復し
た｡この先も,創造的思想と著作をすすめて
ゆきたいと思っている710)｣
70) Ibld,p.25
71)Ibld,p.25･
註) 本稿は篠崎日出幸君の和訳を基礎とした｡厚く御礼を
申し上げたい｡
